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民間船員を予備自衛官補とすることに断固反対する声明 

 

全日本海員組合 

 

 

 一昨年からのいわゆる「機動展開構想」に関する一連の報道を受け、全日本海

員組合は、民間船員を予備自衛官として活用することに対し断固反対する旨の声

明を発し、様々な対応を図ってきた。しかしながら、防衛省は平成 28 年度予算

案に、海上自衛隊の予備自衛官補として「21 名」を採用できるよう盛り込んだ。

われわれ船員の声を全く無視した施策が政府の中で具体的に進められてきたこ

とは誠に遺憾である。 

 

 先の太平洋戦争においては、民間船舶や船員の大半が軍事徴用され物資輸送や

兵員の輸送などに従事した結果、１万 5518 隻の民間船舶が撃沈され、６万 609

人もの船員が犠牲となった。この犠牲者は軍人の死亡比率を大きく上回り、中に

は 14、15 歳で徴用された少年船員も含まれている。 

 

このような悲劇を二度と繰り返してはならないということは、われわれ船員に

限らず、国民全員が認識を一にするところである。 

政府が当事者の声を全く聞くことなく、民間人である船員を予備自衛官補とし

て活用できる制度を創設することは、「事実上の徴用」につながるものと言わざ

るを得ない。このような政府の姿勢は、戦後われわれが「戦争の被害者にも加害

者にもならない」を合言葉に海員不戦の誓いを立て、希求してきた恒久的平和を

否定するものであり、断じて許されるものではない。 

 

全日本海員組合は、民間人である船員を予備自衛官補とすることに断固反対し、

今後あらゆる活動を展開していくことを表明する。 

 

以 上 
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民間船員を予備自衛官補とすること
に断固反対する申し入れ（各政党・
関係省庁へ）
第６１回政治活動委員会定期総会／
第３４２回全国評議会
家族目線で船員災害防止を促進

　
一
昨
年
の
１
月
５
日
、
一
部
の

地
方
紙
に
お
い
て
、
政
府
が
策
定

し
た
新
た
な
防
衛
計
画
大
綱
の
た

た
き
台
と
な
っ
た
防
衛
省
の
内
部

文
書
「
機
動
展
開
構
想
」
の
概
要

が
判
明
し
、
民
間
船
舶
の
乗
組
員

を
予
備
自
衛
官
と
す
る
方
策
も
検

討
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
と
報
道
さ

れ
た
。

　
本
件
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通

省
の
交
通
政
策
審
議
会
海
事
分
科

会
船
員
部
会
の
中
で
、
事
務
当
局

の
認
識
や
今
後
の
対
応
な
ど
を
た

だ
し
た
と
こ
ろ
、
「
本
件
は
防
衛

省
が
主
体
で
あ
り
、
報
道
ベ
ー
ス

以
上
の
情
報
は
現
時
点
で
持
ち
あ

わ
せ
て
い
な
い
。
今
後
、
防
衛
省

か
ら
の
要
請
に
よ
り
協
議
会
な
ど

に
出
席
す
る
際
な
ど
に
は
、
海
事

局
関
係
課
と
連
携
の
上
、
情
報
収

集
に
努
め
た
い
」
と
国
土
交
通
省

海
事
局
か
ら
説
明
さ
れ
た
。
し
か

し
、
そ
の
後
の
防
衛
省
で
の
協
議

の
進
捗
状
況
を
含
め
、
国
土
交
通

省
か
ら
関
係
者
へ
の
情
報
開
示
は

一
切
さ
れ
て
い
な
い
。

　
そ
の
後
、
平
成
26
年
８
月
６
日

に
組
合
声
明
を
発
し
、
船
員
を
予

備
自
衛
官
と
す
る
こ
と
に
断
固
反

対
す
る
活
動
を
展
開
し
て
き
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
本
年
１
月
10

日
付
の
一
般
紙
報
道
に
お
い
て

「
防
衛
省
が
、
有
事
に
際
し
て
の

武
器
や
人
員
輸
送
を
民
間
船
舶
で

補
う
た
め
に
、
海
上
自
衛
隊
で
予

備
自
衛
官
補
と
し
て
民
間
人
で
あ

る
船
員
を
活
用
す
る
方
針
を
示

し
、
こ
れ
を
補
う
た
め
、
「
21

名
」
を
予
備
自
衛
官
補
と
し
て
採

用
で
き
る
よ
う
平
成
28
年
度
予
算

案
に
盛
り
込
ん
だ
」
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
政

府
が
当
事
者
の
声
を
全
く
聞
く
こ

と
な
く
、
そ
し
て
船
員
に
関
わ
る

諸
政
策
の
調
査
審
議
の
場
で
あ
る

国
土
交
通
省
船
員
部
会
に
対
す
る

報
告
・
情
報
開
示
も
な
い
ま
ま
、

具
体
的
に
施
策
を
進
め
た
こ
と
が

浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

　
本
組
合
は
直
ち
に
、
防
衛
省
、

国
土
交
通
省
な
ど
の
関
係
省
庁
や

関
係
政
党
に
対
し
「
民
間
船
員
を

予
備
自
衛
官
補
と
す
る
こ
と
に
断

固
反
対
す
る
申
し
入
れ
」
を
あ
ら

た
め
て
実
施
し
た
。

　

本
組
合
は
１
月
29
日
、
午
後
４
時
か
ら
本
部
（
六
本
木
）
に
お
い
て
、
緊

急
記
者
会
見
を
開
催
し
、
防
衛
省
が
進
め
て
い
る
民
間
船
員
を
予
備
自
衛
官

補
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
断
固
反
対
す
る
声
明
を
発
し
た
。
こ
れ
は
防
衛

省
が
平
成
28
年
度
の
国
家
予
算
案
に
、
民
間
フ
ェ
リ
ー
に
乗
り
組
む
船
員

21
人
を
予
備
自
衛
官
補
と
し
て
採
用
す
る
た
め
の
予
算
を
盛
り
込
ん
だ
た
め
。

本
組
合
は
緊
急
記
者
会
見
を
開
催
、「
民
間
船
員
を
予
備
自
衛
官
補
と
す
る
こ

と
に
断
固
反
対
す
る
」
声
明
を
発
し
姿
勢
を
明
確
に
し
た
。

　

記
者
会
見
に
は
テ
レ
ビ
局
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
を
は
じ
め
、
毎
日
新
聞
社
・
産
経

新
聞
社
の
ほ
か
、
海
運
業
界
紙
誌
の
多
く
の
報
道
関
係
者
が
集
ま
っ
た
。

緊急記者会見で組合声明を発表する森田保己組合長（中央）

写
真
提
供
＝
戦
没
し
た
船
と
海
員

の
資
料
館

NHK（テレビ局）をはじめ、多くの報道関係者が集まった

太平洋戦争では１万５０００隻を超える民間船舶が撃沈
され６万６０９人の船員が死亡した

こ
れ
ま
で
の
経
緯

　
申
し
入
れ
の
中
で
は
、
民
間
船

員
を
予
備
自
衛
官
補
と
し
て
活
用

す
る
こ
と
に
対
し
「
事
実
上
の
徴

用
」
に
つ
な
が
る
も
の
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
と
、
断
固
反
対
す
る

本
組
合
の
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
、

現
場
組
合
員
の
切
実
な
思
い
を
訴

え
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
防
衛
省
や
国
土

交
通
省
は
、
「
契
約
上
は
本
人
の

志
願
を
前
提
と
す
る
の
で
、
憲
法

違
反
で
は
な
い
」
と
の
説
明
を
繰

り
返
し
、
当
事
者
で
あ
る
わ
れ
わ

れ
民
間
船
員
の
声
を
全
く
無
視
す

る
姿
勢
に
終
始
し
た
。
こ
の
た

め
、
既
存
の
民
間
船
員
が
予
備
自

衛
官
補
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と

が
強
く
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
緊
急

記
者
会
見
を
開
催
し
、
断
固
反
対

と
の
姿
勢
を
鮮
明
に
し
た
。

　
今
年
は
先
の
大
戦
が
終
結
し

て
70
年
と
い
う
節
目
の
年
に
当

た
り
ま
す
。
こ
の
戦
争
に
お
い

て
は
、
軍
人
以
外
の
人
々
も
含

め
、
誠
に
多
く
の
人
命
が
失
わ

れ
ま
し
た
。
平
和
で
あ
っ
た
な

ら
ば
、
社
会
の
様
々
な
分
野
で

有
意
義
な
人
生
を
送
っ
た
で
あ

ろ
う
人
々
が
命
を
失
っ
た
わ
け

で
あ
り
、
こ
の
こ
と
を
考
え
る

と
、
非
常
に
心
が
痛
み
ま
す
。

軍
人
以
外
に
戦
争
に
よ
っ
て
生

命
に
か
か
わ
る
大
き
な
犠
牲
を

払
っ
た
人
々
と
し
て
、
民
間
の

船
の
船
員
が
あ
り
ま
す
。
将
来

は
外
国
航
路
の
船
員
に
な
る
こ

と
も
夢
見
た
人
々
が
、
民
間
の

船
を
徴
用
し
て
軍
人
や
軍
用
物

資
な
ど
を
の
せ
る
輸
送
船
の
船

員
と
し
て
働
き
、
敵
の
攻
撃
に

よ
っ
て
命
を
失
い
ま
し
た
。
日

本
は
海
に
囲
ま
れ
、
海
運
国
と

し
て
発
展
し
て
い
ま
し
た
。

　
私
も
小
さ
い
時
、
船
の
絵
葉

書
を
見
て
楽
し
ん
だ
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
船
は
、

病
院
船
と
し
て
残
っ
た
氷
川
丸

以
外
は
、
ほ
と
ん
ど
海
に
沈
ん

だ
と
い
う
こ
と
を
後
に
知
り
ま

し
た
。
制
空
権
が
な
く
、
輸
送

船
を
守
る
べ
き
軍
艦
な
ど
も
な

い
状
況
下
で
も
、
輸
送
業
務
に

携
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
船
員
の
気
持
ち
を
本
当
に
痛

ま
し
く
思
い
ま
す
。

　
今
年
の
６
月
に
は
第
45
回
戦

没
・
殉
職
船
員
追
悼
式
が
神
奈

川
県
の
戦
没
船
員
の
碑
の
前
で

行
わ
れ
、
亡
く
な
っ
た
船
員
の

こ
と
を
思
い
供
花
し
ま
し
た
。

天皇陛下の記者会見
（平成27年）

（戦没船員に関しての　お言葉を抜粋）

神
奈
川
県
立
観
音
崎
公
園
「
戦
没
船
員
の
碑
」

ご
供
花
さ
れ
る
天
皇
皇
后
両
陛
下

防
衛
省
、
国
土
交
通
省

か
ら
は
一
切
説
明
な
し

天皇陛下お誕生日に際し
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１
月
15
日
に
は
、
森
田
保
己

組
合
長
を
は
じ
め
、
髙
木
義
明

海
員
組
合
政
治
顧
問
（
民
主
党

衆
議
院
議
員
）
、
立
川
博
行
政

策
局
長
、
浦
隆
幸
総
合
政
策
部

長
、
そ
し
て
現
場
か
ら
は
高
塚

一
也
東
海
汽
船
職
場
委
員
、
松

原
利
美
鶴
見
サ
ン
マ
リ
ン
職
場

委
員
が
参
加
、
防
衛
省
に
対
し

申
し
入
れ
を
し
た
。
申
し
入
れ

文
書
は
黒
江
哲
郎
防
衛
事
務
次

官
が
受
け
取
っ
た
。

　

森
田
組
合
長
は
申
し
入
れ
文

書
を
手
渡
し
、
「
先
の
大
戦
に

お
い
て
民
間
船
舶
や
船
員
の

大
半
が
軍
事
徴
用
さ
れ
、
物

資
や
兵
員
の
輸
送
に
従
事
し

た
結
果
、
１
万
５
５
１
８
隻

の
民
間
船
舶
が
撃
沈
さ
れ
、

６
万
６
０
９
人
も
の
船
員
が
犠

牲
と
な
っ
た
。
こ
の
６
万
人
余

の
犠
牲
者
は
、
軍
人
の
死
亡
率

を
大
き
く
上
回
る
も
の
で
、
こ

の
よ
う
な
悲
劇
は
二
度
と
繰
り

返
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
強
く

主
張
し
、
現
場
組
合
員
と
家
族

が
不
安
を
抱
い
て
い
る
と
、
現

場
の
切
実
な
思
い
を
伝
え
た
。

　

し
か
し
、
申
し
入
れ
の
趣
旨

を
説
明
し
て
も
、
黒
江
事
務
次

官
は
「
本
人
の
意
思
を
尊
重

し
、
予
備
自
衛
官
補
に
な
る
こ

と
を
強
制
し
な
い
制
度
な
の

で
、
憲
法
に
は
違
反
し
て
い
な

い
」
と
の
回
答
を
繰
り
返
し
、

本
組
合
の
考
え
と
防
衛
省
の
説

明
は
平
行
線
を
た
ど
っ
た
。

　

各
政
党
や
関
係
省
庁
へ
の
申

し
入
れ
は
、
１
月
21
日
に
民
主

党
、
国
土
交
通
省
、
22
日
に
社

会
民
主
党
、
公
明
党
、
総
合
海

洋
政
策
本
部
に
申
し
入
れ
た
。

　

１
月
22
日
の
公
明
党
へ
の
申

し
入
れ
で
は
、
防
衛
省
か
ら
堀

地
徹
防
衛
装
備
庁
装
備
政
策
部

長
、
佐
々
木
智
弘
防
衛
装
備
庁

装
備
政
策
部
防
衛
技
官
、
品
川

高
浩
防
衛
省
人
事
教
育
局
人
材

育
成
課
長
、
佐
藤
耕
悦
防
衛
省

人
事
教
育
局
人
材
育
成
課
予
備

自
衛
官
室
防
衛

部
員
が
同
席
、

関
係
省
庁
と
し

て
国
土
交
通
省

か
ら
は
、
海
事

局
船
員
政
策
課

の
高
田
陽
介
課

長
と
羽
生
雅
一

専
門
官
が
同
席

し
、
申
し
入
れ

を
傍
聴
し
た
。

　

そ
の
中
で
公

明
党
の
国
会
議

員
が
、
同
席
し

た
防
衛
省
幹
部

に
対
し
、
入
札

し
た
会
社
と
の

契
約
内
容
を
質

し
た
が
、
「
強
制
せ
ず
、
本
人

の
意
思
を
尊
重
す
る
よ
う
に
し

て
い
る
の
で
、
憲
法
に
違
反
し

な
い
」
と
主
張
し
た
。
さ
ら

に
、
公
明
党
議
員
が
、
「
民
間

船
舶
を
会
社
か
ら
用
船
し
て

も
、
志
願
す
る
船
員
が
い
な
け

れ
ば
、
船
舶
が
動
か
な
い
の
で

は
」
と
、
問
い
質
す
と
「
入
札

し
た
会
社
に
は
、
船
員
に
、
な

る
べ
く
予
備
自
衛
官
補
に
な
っ

て
も
ら
う
よ
う
、
お
願
い
し
て

い
る
」
と
、
不
当
労
働
行
為
の

強
要
と
も
受
け
取
れ
る
よ
う
な

問
題
発
言
を
回
答
し
た
。

　

雇
用
主
か
ら
予
備
自
衛
官
補

へ
の
選
択
を
問
わ
れ
た
場
合
、

会
社
従
業
員
で
も
あ
る
船
員
が

断
わ
れ
な
い
状
況
に
な
る
こ
と

は
、
容
易
に
予
想
さ
れ
る
。
わ

れ
わ
れ
船
員
の
声
を
全
く
無
視

し
た
中
で
の
、
民
間
船
員
を
予

備
自
衛
官
補
に
し
て
民
間
船
舶

を
使
用
す
る
と
い
う
、
太
平
洋

戦
争
時
と
同
じ
事
実
上
の
徴
用

を
断
固
阻
止
す
べ
く
、
今
後
、

あ
ら
ゆ
る
活
動
を
展
開
し
て
い

く
。

各
政
党
・
関
係
省
庁
へ

直
ち
に
申
し
入
れ

防
衛
省
幹
部
の
見
解

　

一
般
紙
の
報
道
で
は
、「
防
衛
省
は
海
自
初
の
予
備
自
衛
官
補
と
し
て
、

民
間
フ
ェ
リ
ー
１
隻
を
操
舵
す
る
た
め
必
要
な
21
人
を
採
用
で
き
る
よ

う
２
０
１
６
年
度
予
算
案
に
盛
り
込
ん
だ
。
防
衛
省
は
『
平
時
と
有
事
、

と
も
に
同
じ
予
備
自
衛
官
が
操
船
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
そ
の
た

め
に
は
民
間
船
員
に
予
備
自
衛
官
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
』
と

説
明
す
る
」（
１
月
10
日
付
毎
日
新
聞
）

　

わ
れ
わ
れ
船
員
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
、
防
衛
省
が
民
間
フ
ェ
リ
ー

を
操
船
す
る
船
員
を
予
備
自
衛
官
補
に
し
よ
う
と
進
め
て
い
る
内
容
は
、

ま
さ
に
「
事
実
上
の
徴
用
」
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

右
か
ら
４
人
目
が
羽
田
雄
一
郎
参
議
院
議
員
、
左
隣
が
申

し
入
れ
文
書
を
手
渡
す
松
浦
満
晴
組
合
長
代
行
、
右
か
ら

３
人
目
が
髙
木
義
明
組
合
政
治
顧
問

左
か
ら
４
人
目
が
赤
羽
一
嘉
衆
議
院
議
員
、
右
隣
が
申
し

入
れ
文
書
を
渡
す
田
中
伸
一
組
合
長
代
行
、
赤
羽
議
員
の

左
隣
が
伊
藤
渉
衆
議
院
議
員
と
樋
口
尚
也
衆
議
院
議
員

公
明
党
へ
の
申
し
入
れ
で
は
、
関
係
省
庁
の
防
衛
省
か
ら

堀
地
徹
防
衛
装
備
庁
装
備
政
策
部
長
な
ど
４
人
、
国
土
交

通
省
か
ら
は
２
人
が
出
席
し
た

左
か
ら
３
人
目
が
加
藤
由
起
夫
総
合
海
洋
政
策
本
部
事
務

局
長
、
右
隣
が
申
し
入
れ
文
書
を
手
渡
す
田
中
伸
一
組
合

長
代
行

左
か
ら
４
人
目
が
坂
下
広
朗
海
事
局
長
、
左
隣
が
申
し
入

れ
文
書
を
手
渡
す
松
浦
満
晴
組
合
長
代
行
、
右
か
ら
４
人

目
が
髙
木
義
明
組
合
政
治
顧
問

左
か
ら
４
人
目
が
吉
田
忠
智
党
首
、
右
隣
が
申
し
入
れ
文

書
を
手
渡
す
田
中
伸
一
組
合
長
代
行

民主党 公明党

総合海洋政策本部

国土交通省

社会民主党

（公明党）防衛省と国土交通省が同席

黒江哲郎防衛事務次官（右から４人目）に申し入れ文書を手渡
す森田保己組合長（右から３人目）。左から３人目が髙木義明
組合政治顧問（民主党衆議院議員）

防衛省

黒江哲郎防衛事務次官（左）に強く申し入れる森田保己組合長
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第
３
４
２
回
全
国
評
議
会
が
２

月
４
日
午
前
10
時
、
組
合
本
部
で

開
催
さ
れ
た
。
全
国
常
任
委
員
８

人
と
統
制
委
員
２
人
、
財
務
委
員

１
人
の
臨
時
職
務
執
行
者
の
選
任

を
行
っ
た
。
そ
し
て
前
回
（
昨
年

11
月
12
日
）
以
降
の
主
要
活
動
を

報
告
し
、
こ
の
後
▽
執
行
部
員
登

録
者
全
国
委
員
の
部
属
指
定
▽
労

働
協
約
改
定
闘
争
に
つ
い
て
―
―

を
審
議
し
承
認
さ
れ
た
。　

　

常
任
役
員
８
人
、
委
員
29
人
で

会
議
の
成
立
を
確
認
。
議
長
に
大

山
浩
邦
関
東
地
方
支
部
長
、
副
議

長
に
濱
口
博
生
石
崎
汽
船
職
場
委

員
を
選
出
し
た
。

　

議
長
団
登
壇
に
あ
た
り
大
山

議
長
は
「
先
の
大
戦
に
お
い
て

１
万
５
千
隻
を
超
え
る
民
間
船
舶

が
撃
沈
さ
れ
、
６
万
人
を
超
え
る

諸
先
輩
が
犠
牲
と
な
っ
た
。
わ
れ

わ
れ
は
昨
年
の
全
国
大
会
に
お
い

て
活
動
方
針
を
決
定
し
、
平
和
な

海
、
世
界
を
希
求
す
る
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
防
衛

省
は
民
間
船
員
を
予
備
自
衛
官
補

に
す
る
た
め
の
予
算
を
組
み
込
む

な
ど
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で

は
な
い
。
代
議
員
の
み
な
さ
ん
と

共
通
理
解
を
は
か
り
た
い
。
ま

た
、
協
和
海
運
の
問
題
も
３
年
の

長
い
闘
い
に
な
っ
て
い
る
が
、
最

高
裁
判
所
に
よ
り
組
合
員
11
人
の

被
保
全
権
利
が
認
め
ら
れ
た
。
今

後
、
第
２
、
第
３
の
こ
の
よ
う
な

会
社
が
現
れ
な

い
よ
う
、
完
全

勝
利
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

今
月
の
16
日
に

は
各
部
委
員
会

も
あ
る
。
大
衆

討
議
で
の
現
場

の
意
見
を
踏
ま

え
た
、
協
約
改

定
交
渉
に
向
け

て
の
活
発
な
議

論
を
お
願
い
し

た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。

　

森
田
保
己
組

合
長
は
「
民
間

船
員
を
、
わ
れ
わ
れ
船
員
を
予
備

自
衛
官
補
に
す
る
と
い
う
暴
挙
を

看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ

ん
な
事
は
許
さ
れ
る
わ
け
が
な

い
。
一
昨
年
に
も
機
動
展
開
構
想

が
あ
る
こ
と
を
キ
ャ
ッ
チ
し
て
、

本
組
合
が
声
明
を
発
表
し
た
時

に
、
国
土
交
通
省
海
事
局
か
ら
、

関
連
す
る
情
報
に
つ
い
て
は
共
通

理
解
す
る
た
め
に
も
、
情
報
提
供

す
る
と
の
意
向
が
示
さ
れ
て
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
れ
わ
れ
に

知
ら
さ
れ
て
い
な
い
ば
か
り
か
、

海
運
・
船
員
行
政
を
所
管
す
る
プ

ロ
の
国
土
交
通
省
海
事
局
が
、
防

衛
省
に
『
こ
ん
な
こ
と
は
不
可
能

だ
』
と
い
う
こ
と
を
ア
ド
バ
イ
ス

も
で
き
ず
に
い
る
。
わ
れ
わ
れ
の

仲
間
を
予
備
自
衛
官
補
に
す
る
、

戦
地
に
行
か
せ
る
な
ど
、
断
じ
て

あ
り
得
な
い
。
実
現
可
能
性
は
ゼ

ロ
。
世
間
の
人
々
が
こ
の
よ
う
な

状
況
を
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
。
こ

れ
か
ら
世
論
喚
起
を
し
、
あ
ら
ゆ

る
活
動
を
展
開
し
て
い
く
。
み
な

さ
ん
の
活
発
な
議
論
を
期
待
す

る
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

報
告
事
項
は
、
▽
労
働
協
約
改

定
要
求
の
答
申
に
つ
い
て
▽
平
成

28
年
度
第
３
、４
回
外
航
労
働
協

約
改
定
専
門
委
員
会
の
概
要
に
つ

い
て
▽
第
４
回
外
航
日
本
人
船
員

の
量
的
観
点
か
ら
の
確
保
・
育
成

検
討
委
員
会
の
概
要
に
つ
い
て
▽

水
産
政
策
審
議
会
第
74
回
資
源
管

理
分
科
会
の
経
過
に
つ
い
て
▽
Ｉ

Ｔ
Ｆ
水
産
部
委
員
会
に
つ
い
て
▽

以
東
底
曳
網
漁
業
各
社
と
の
労
使

懇
談
会
に
つ
い
て
▽
漁
業
構
造
改

革
総
合
対
策
事
業
（
も
う
か
る
漁

業
）
第
41
回
、
漁
業
・
養
殖
復
興

支
援
事
業
（
が
ん
ば
る
漁
業
）
第

22
回
中
央
協
議
会
に
つ
い
て
▽
海

外
漁
業
船
員
労
使
協
議
会
第
51
回

理
事
会
に
つ
い
て
▽
さ
け
・
ま
す

流
し
網
漁
船
の
国
際
減
船
に
つ
い

て
▽
第
19
回
旅
客
船
協
議
会
に
つ

い
て
▽
第
３
回
内
航
・
沿
海
労
働

協
約
改
定
専
門
委
員
会
お
よ
び
第

１
０
４
回
港
湾
船
、
浚
渫
・
特
殊

船
合
同
協
議
会
に
つ
い
て
▽
芸
備

商
船
組
合
員
労
働
債
権
確
保
に
関

す
る
船
舶
配
当
異
議
事
件
の
判
決

に
つ
い
て
▽
内
航
二
団
体
お
よ
び

全
内
航
と
の
第
２
回
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
環
境
整
備
協
議
会
に
つ
い
て

▽
内
航
二
団
体
お
よ
び
全
内
航
と

の
食
料
協
議
会
に
つ
い
て
▽
第
８

回
日
本
長
距
離
フ
ェ
リ
ー
協
会
労

海
務
部
会
政
策
問
題
委
員
会
に
つ

い
て
▽
協
和
海
運
お
よ
び
新
協
和

海
運
の
不
当
労
働
行
為
事
件
に
つ

い
て
▽
第
13
回
沿
海
・
陸
上
部
門

代
表
者
会
議
に
つ
い
て
▽
第
86
回

内
航
協
議
会
に
つ
い
て
▽
第
71
年

度
第
１
回
大
型
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
協

議
会
に
つ
い
て
▽
第
16
、
17
、
18

回
法
制
審
議
会
商
法
（
運
送
・
海

商
関
係)

部
会
に
つ
い
て
▽
第
７

回
法
制
審
議
会
商
法
（
運
送
・
海

商
関
係
）
部
会
旅
客
運
送
分
科
会

に
つ
い
て
▽
全
国
健
康
保
険
協
会

船
員
保
険
協
議
会
に
つ
い
て
▽
海

事
振
興
連
盟
平
成
27
年
度
通
常
総

会
に
つ
い
て
▽
四
日
市
市
に
お
け

る
住
民
税
減
免
の
申
請
に
つ
い
て

▽
第
71
、
72
、
73
回
交
通
政
策
審

議
会
海
事
分
科
会
に
つ
い
て
▽
第

１
回
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｗ
―
Ｆ
条
約
国
内
法

制
化
検
討
会
に
つ
い
て
▽
大
会
決

定
事
項
の
申
し
入
れ
に
つ
い
て
▽

民
間
船
員
を
予
備
自
衛
官
補
と
す

る
こ
と
に
断
固
反
対
す
る
申
し
入

れ
に
つ
い
て
▽
民
間
船
員
を
予
備

自
衛
官
補
と
す
る
こ
と
に
断
固
反

対
す
る
声
明
と
記
者
会
見
に
つ
い

て
▽
北
海
道
地
方
政
治
参
与
会
に

つ
い
て
―
―
な
ど
の
報
告
が
行
わ

れ
た
。
出
席
代
議
員
か
ら
は
、
民

間
船
員
を
予
備
自
衛
官
補
と
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
乗
組
員
か
ら
不

安
の
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
る

と
の
報
告
が
あ
り
、
毅
然
と
し
た

態
度
で
臨
む
よ
う
求
め
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
を
含
め
、
全
49
項
目
の
報

告
が
絶
対
多
数
で
承
認
さ
れ
た
。

　

労
働
協
約
改
定
闘
争
で
は
①
外

航
交
渉
委
員
長
に
は
池
谷
義
之
中

央
執
行
委
員
②
内
航･

全
内
航
お

よ
び
大
型
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
交
渉
委

員
長
に
は
平
岡
英
彦
中
央
執
行
委

員
③
３
月
１
日
付
で
闘
争
本
部

（
本
部
長
は
森
田
組
合
長
）
と
地

区
闘
争
委
員
会
を
設
置
④
闘
争
本

部
設
置
日
に
争
議
金
庫
を
開
放
⑤

ス
ト
開
始
手
続
き
と
終
結
、
争
議

金
庫
の
閉
鎖
時
期
、
一
般
投
票
の

実
施
―
―
に
つ
い
て
中
央
執
行
委

員
会
に
一
任
す
る
こ
と
を
決
め

た
。

会
場
の
よ
う
す

第342回  全国評議会
民間船員を予備自衛官補
にすることは断じてあり
得ない

　

は
じ
め
に
森
田
委
員
長
が
「
全

国
か
ら
集
ま
っ
て
い
た
だ
い
た
政

治
参
与
皆
さ
ま
の
日
頃
の
活
動
に

感
謝
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
会
議

の
内
容
を
今
後
の
活
動
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
、
喫

緊
の
状
況
と
し
て
▽
１
月
29
日
に

緊
急
記
者
会
見
を
開
催
し
、
「
民

間
船
員
を
予
備
自
衛
官
補
と
す
る

こ
と
に
断
固
反
対
す
る
」
声
明
を

発
し
た
こ
と
▽
民
間
船
員
を
予
備

自
衛
官
補
と
す
る
こ
と
に
断
固
反

対
す
る
申
し
入
れ
は
、
１
月
15
日

に
防
衛
大
臣
と
自
由
民
主
党
総
裁

宛
て
に
、
１
月
21
日
に
民
主
党
代

表
と
国
土
交
通
大
臣
宛
て
に
、
１

月
22
日
に
は
、
公
明
党
代
表
、
社

会
民
主
党
党
首
、
総
合
海
洋
政
策

本
部
長
宛
て
に
申
し
入
れ
を
実
施

し
た
こ
と
▽
船
員
税
制
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
四
日
市
市
に
お
い

て
、
長
期
航
海
に
従
事
す
る
船
員

の
住
民
税
の
減
免
措
置
が
実
施
さ

れ
、
続
い
て
本
年
４
月
か
ら
鳥

羽
市
に
お
い
て
も
実
施

さ
れ
る
こ
と
―
―
な
ど

を
、
明
ら
か
に
し
た
。

　

続
い
て
、
髙
木
義
明

衆
議
院
議
員
と
森
本
真

治
参
議
院
議
員
か
ら
あ

い
さ
つ
が
行
わ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
事
務
局
か

ら
第
61
回
政
治
活
動
委

員
会
総
会
活
動
報
告
と
し
て
①
政

治
参
与
各
位
の
就
・
退
任
に
つ
い

て
②
政
治
活
動
委
員
会
委
員
（
組

合
関
係
）
の
就･

退
任
に
つ
い
て

③
地
方
政
治
参
与
会
に
つ
い
て
④

選
挙
関
係
に
つ
い
て
⑤
組
合
定
期

全
国
大
会
に
つ
い
て
⑥
各
種
陳
情

行
動
に
つ
い
て
⑦
船
員
税
制
へ
の

取
り
組
み
―
な
ど
を
報
告
し
た
。

　

出
席
し
た
各
政
治
参
与
か
ら

は
、
第
70
年
度
活
動
報
告
と
し

て
、
各
地
域
に
お
け
る
フ
ェ
リ
ー

・
旅
客
船
な
ど
の
航
路
事
情
、
港

湾
事
情
、
船
員
税
制
の
早
期
実
現

に
向
け
た
活
動
や
地
域
事
情
が
報

告
さ
れ
た
ほ
か
、
「
民
間
船
員
を

予
備
自
衛
官
補
と
す
る
こ
と
に
断

固
反
対
す
る
」
た
め
の
活
動
に
関

連
し
、
各
地
方
議
会
に
お
い
て
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
可
能
で

あ
る
か
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
た
。

　

定
期
総
会
の
最
後
に
は
、
森
田

委
員
長
か
ら
、
各
地
で
展
開
す
る

各
政
治
参
与
の
活
動
に
謝
辞
が
述

べ
ら
れ
、
こ
れ
か
ら
も

各
地
域
と
の
連
携
を
強

め
な
が
ら
、
引
き
続
き

協
力
を
お
願
い
し
た
い

と
要
請
し
、
定
期
総
会

を
終
了
し
た
。

あ
い
さ
つ
す
る
森
田
保
己
組
合
長

２月４日

労
働
協
約
改
定
闘
争
本
部  

３
月
１
日
設
置
へ

　２月３日、午後４時から海員福祉研修会館（ホテル
マリナーズコート東京）で、第 61 回海員政治活動委
員会定期総会が開催された。定期総会には、政治活動
委員会委員長の森田保己組合長をはじめ、髙木義明組
合政治顧問（衆議院議員・民主党国会対策委員長）、
森本真治参議院議員（民主党参議院国会対策副委員
長）、組合政治参与のほか、本組合の各地方支部長な
ど合計 36 人が出席しての会議となった。

あ
い
さ
つ
す
る
髙
木
義
明
組
合
政
治
顧
問

あ
い
さ
つ
す
る
森
田
保
己
委
員
長

政策実現・運動展開に
向け、組合政治参与
各位に協力を要請

海
員
政
治
活
動
委
員
会
定
期
総
会
を
開
催

第
61
回

乗
組
員
か
ら
不
安
の
声
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今
年
も
船
員
労
働
安
全
衛
生
月

間
が
、
９
月
１
日
か
ら
９
月
30
日

ま
で
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
る
。

こ
れ
に
伴
い
船
員
災
害
防
止
協
会

で
は
、
平
成
28
年
度
（
第
60
回
）

船
員
労
働
安
全
衛
生
月
間
事
業
の

一
環
と
し
て
、
船
員
の
安
全
衛
生

に
関
す
る
「
体
験
記
・
意
見
」

「
標
語
」
の
作
品
募
集
を
行
う
。

標
語
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

「
家
族
目
線
」
の
標
語
を
幅
広
く

募
集
し
、
入
選
作
品
は
ス
ロ
ー
ガ

ン
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
に
使
用
さ
れ

る
。

　

船
員
や
海
事
関
係
者
は
も
ち
ろ

ん
、
そ
の
奥
さ
ま
や
子
ど
も
な

ど
、
家
族
の
標
語
が
効
果
的
な
た

め
、
幅
広
い
多
数
の
皆
さ
ま
の
応

募
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

◇

《
応
募
資
格
》
船
員
（
船
員
で
あ

っ
た
者
を
含
む
）
及
び
そ
の
家

族
、
海
運
・
水
産
各
社
、
海
事
関

係
官
庁
や
団
体
に
勤
務
し
て
い
る

方
、
商
船
・
水
産
関
係
教
育
機
関

の
職
員
・
学
生
・
生
徒
。

※
そ
の
他
、
海
事
思
想
教
育
に
力

を
入
れ
て
い
る
学
校
の
生
徒
、

海
事
に
関
心
を
お
持
ち
の
一
般

の
方
々
の
応
募
も
歓
迎
。

《
応
募
方
法
》
住
所
・
電
話
番

号
、
氏
名
、
勤
務
先
・
電
話
番
号

を
明
記
の
上
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
で
応
募
。

※
メ
ー
ル
、
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
等
に
よ
る　

　

デ
ー
タ
で
の
応
募
を
歓
迎
。

《
作
品
》

①
「
体
験
記
・
意
見
」
は
必
ず
表

題
を
つ
け
て
、
４
０
０
字
詰
原

稿
用
紙
５
〜
７
枚
程
度
。

②
「
標
語
」
は
和
文
、
外
国
文

（
英
文
に
限
る
）
を
問
わ
な

い
。

③
一
人
何
点
で
も
応
募
可
能
。

※
自
作
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま　

　

す
。

《
締
切
日
》
平
成
28
年
５
月
31
日

（
火
）
必
着
。

《
応
募
先
》
船
員
災
害
防
止
協
会

「
安
全
衛
生
月
間
」
係

〒
１
０
２
―
０
０
８
３

東
京
都
千
代
田
区
麹
町
４
―
５

（
海
事
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
４
Ｆ
）

Ｅ
メ
ー
ル

na-yamashita@
sensaibo.

or.jp

《
選
考
》
有
識
者
に

よ
る
選
考
委
員
会
で

入
選
作
品
を
決
定
。

　
「
体
験
記
・
意

見
」
優
秀
賞
２
編
、

佳
作
若
干
。

　
「
標
語
」
優
秀
賞

６
点
、
佳
作
若
干
。

入
選
作
品
に
は
、
協

会
か
ら
記
念
品
な
ど

を
贈
呈
。

※
入
選
作
品
の
中
か

　

ら
「
月
間
ス
ロ
ー　

　

ガ
ン
」
と
し
て
、

　

使
用
す
る
場
合
あ
り
。

《
発
表
》
協
会
機
関
誌
「
船
員
と

災
害
防
止
」
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
。
優
秀
作
品
は
、
掲
示

物
（
作
者
名
記
載
）
を
作
成
、
船

員
労
働
安
全
衛
生
月
間
の
活
動
資

料
と
し
て
海
運
・
水
産
会
社
、
海

事
関
係
官
庁
・
団
体
な
ど
に
広
く

配
布
。

《
著
作
権
》
入
賞
作
品
は
、
協
会

の
帰
属
。
応
募
作
品
は
返
却
し
ま

せ
ん
。

《
問
い
合
わ
せ
先
》

船
員
災
害
防
止
協
会

☎
０
３
（
３
２
６
３
）
０
９
１
８

　

０
３
（
３
２
６
３
）
０
９
１
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.sensaibo.

or.jp
  

船
員
災
害
防
止
協
会
の
機
関
誌

『
船
員
と
災
害
防
止
』

　

２
０
１
６
年
２
月
５
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

中
央
選
挙
委
員
会　

議
長　

松
浦　

満
晴

　

第
35
期
全
国
委
員
・
補
充
選
挙
の
告
示

規
約
第
45
条
お
よ
び
全
国
委
員
選
挙
規
則
第
25
条
に
基
づ
き
、
第
35

期
全
国
委
員
補
充
選
挙
の
実
施
に
つ
い
て
次
の
通
り
告
示
す
る
。

一
、
補
充
選
挙
を
行
う
選
挙
単
位
と
補
充
定
員

《
選
挙
単
位
コ
ー
ド
・
単
位
名
》

地
方
単
位　

０
６　

九
州
関
門　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
名

二
、
補
充
選
挙
の
実
施
日
程

立
候
補
届
出
期
間　
　
　

２
０
１
６
年
２
月
５
日
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
１
６
年
２
月
14
日
ま
で

候
補
者
告
示　
　
　
　
　

２
０
１
６
年
２
月
15
日

投
票
期
間　
　
　
　
　
　

２
０
１
６
年
２
月
15
日
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
１
６
年
３
月
14
日
ま
で

当
選
人
告
示　
　
　
　
　

２
０
１
６
年
３
月
15
日
（
予
定
）

三
、
補
充
選
挙
の
被
選
挙
人

（
１
）
地
方
区

全
国
委
員
選
挙
規
則
第
25
条
Ａ
項
に
よ
り
、
補
充
選
挙
告
示
日
に
当

該
地
方
単
位
の
支
部
機
関
に
配
属
さ
れ
て
お
り
、
選
挙
資
格
を
有
す

る
執
行
部
員
と
す
る
。

四
、
立
候
補
の
届
け
出

立
候
補
を
す
る
者
は
、
全
国
委
員
選
挙
規
則
付
表
の
一
に
定
め
る
様

式
に
基
づ
く
立
候
補
届
を
担
当
地
区
選
挙
委
員
会
へ
提
出
す
る
こ
と
。

五
、
補
充
選
挙
の
実
施
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

中
央
選
挙
委
員
会
事
務
局
（
総
務
部
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以　

上

腰痛・肩こりの予防指導

「家族目線」で
船員災害防止を促進！

  安全衛生に関する
「体験記・意見」「標語」を

５月31日  ㊋
まで募集

　

船
員
保
険
会
で
は
船
員
と
そ
の

家
族
を
対
象
に
、
巡
回
健
診
車
に

よ
る
健
康
診
断
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
対
象
者
は
船
員
本
人
と
そ
の

家
族
で
す
。

　

35
歳
以
上
の
船
員
保
険
被
保
険

者
お
よ
び
40
歳
以
上
の
被
扶
養
者

（
配
偶
者
を
含
む
）
は
、
年
１

回
、
協
会
け
ん
ぽ
か
ら
の
補
助
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
対
象
者
＝
船
員
保
険
被
保
険
者

本
人
（
35
歳
〜
75
歳
未
満
）
、

船
員
保
険
被
扶
養
者
（
40
歳
〜

75
歳
未
満
）

▽
健
診
内
容
＝
被
保
険
者
は
生
活

習
慣
病
予
防
健
診
お
よ
び
船
員

手
帳
の
健
康
証
明
用
検
査
。
被

扶
養
者
は
特
定
健
康
診
査
も
し

く
は
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
。

■
２
月
の
予
定 

【
北
海
道
】

◇
釧
路
市
漁
業
協
同
組
合
（
釧
路

　

市
浜
町
３
―
12
）

　

日
時
＝
２
月
８
日
（
月
）
７
時

　

〜
11
時
30
分

◇
ひ
や
ま
漁
業
協
同
組
合
乙
部
本

　

所
（
爾
志
郡
乙
部
町
豊
浜

６
８
３
）
日
時
＝
２
月
11
日

（
木
）
６
時
30
分
〜
９
時

◇
日
高
中
央
漁
業
協
同
組
合
荻
伏

　

支
所(

浦
河
郡
浦
河
町
荻
伏

８
７
１)

　

日
時
＝
２
月
24
日(

水)

７
時

　

30
分
〜
11
時

◇
ひ
だ
か
漁
業
協
同
組
合
三
石
支

　

所
（
日
高
郡
新
ひ
だ
か
町
三
石

港
町
47
―
１
）

　

日
時
＝
２
月
26
日
（
金)

６
時

　

〜
12
時

※
申
し
込
み
先　

船
員
保
険
北
海　

道
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
健
診
業
務

課☎
０
１
１
（
２
１
８
）
１
６
５
５

【
神
奈
川
県
】

◇
大
楠
漁
業
協
同
組
合
（
横
須
賀

　

市
佐
島
３
―
５
―
１
）

　

日
時
＝
２
月
22
日
（
月
）
８
時

　

〜
10
時
30
分

【
静
岡
県
】

◇
内
浦
漁
業
協
同
組
合
（
沼
津
市

　

内
浦
三
津
88
―
34
）

　

日
時
＝
２
月
23
日
（
火
）
６
時

　

30
分
〜
10
時
30
分

※
申
し
込
み
先　

船
員
保
険
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
健
診
業
務
課

☎
０
４
５
（
３
３
５
）
２
２
６
５

【
三
重
県
】

◇
伊
勢
湾
防
災
（
四
日
市
市
霞
２

　

―
１
―
１
）

　

日
時
＝
２
月
22
日
（
月
）
９
時

　

〜
15
時
30
分
、
23
日
（
火
）
９　

　

時
〜
11
時
30
分

※
申
し
込
み
先　

船
員
保
険
大
阪

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
健
診
業
務
課

☎
０
６
（
６
５
７
６
）
１
０
１
１

【
山
口
県
】

◇
三
菱
重
工
業
下
関
造
船
所
（
下

　

関
市
彦
島
江
の
浦
町
６
―
16
―

　

１
）

　

日
時
＝
２
月
８
日
（
月
）
８
時　

　

30
分
〜
12
時
30
分

【
福
岡
県
】

◇
名
門
大
洋
フ
ェ
リ
ー
新
門
司
支

　

店
（
北
九
州
市
門
司
区
新
門
司　

　

１
―
６
）

　

日
時
＝
２
月
15
日
（
月
）
・
16

　

日(

火
）
８
時
〜
11
時

【
長
崎
県
】

◇
生
月
船
員
福
祉
会
館
（
平
戸
市

　

舘
浦
１
０
７
―
２
）

　

日
時
＝
２
月
21
日
（
日
）
・
22

　

日
（
月
）
７
時
〜
10
時
30
分
、

23
日
（
火
）
８
時
〜
10
時

◇
海
興
水
産
（
五
島
市
平
蔵
町

１
４
６
０
）

　

日
時
＝
２
月
21
日
（
日
）
８
時

〜
11
時

◇
上
五
島
漁
業
協
同
組
合
（
南
松

　

浦
郡
新
上
五
島
町
青
方
郷

２
２
７
３
）

　

日
時
＝
２
月
21
日
（
日
）
・
22

　

日
（
月
）
・
23
日
（
火
）
７
時

〜
10
時
30
分

◇
浦
公
民
館
（
平
戸
市
度
島
町
２

　

４
９
６
―
２
）

　

日
時
＝
２
月
22
日
（
月
）
８
時

　

30
分
〜
10
時
30
分

◇
丸
福
漁
村
セ
ン
タ
ー
（
五
島
市

　

福
江
町
１
１
９
０
―
９
）

　

日
時
＝
２
月
22
日
（
月
）
９
時

〜
10
時
30
分

◇
三
菱
重
工
記
念
会
館
（
長
崎
市

　

稲
佐
町
１
―
15
）

　

日
時
＝
２
月
23
日
（
火
）
９
時

〜
12
時

◇
奈
良
尾
町
漁
民
研
修
セ
ン
タ
ー

（
南
松
浦
郡
新
上
五
島
町
奈
良

　

尾
郷
）

　

日
時
＝
２
月
24
日
（
水
）
・
25

　

日
（
木
）
７
時
30
分
〜
10
時
30

分
【
熊
本
県
】

◇
ホ
テ
ル
ハ
ー
バ
ー
イ
ン
（
天
草　

　

市
牛
深
町
２
２
０
―
１
）

　

日
時
＝
２
月
24
日
（
水
）
８
時　

　

30
分
〜
11
時
30
分

◇
松
島
観
光
海
運
会
館
（
上
天
草

　

市
松
島
町
合
津
無
）

　

日
時
＝
２
月
25
日
（
木
）
８
時　

　

30
分
〜
11
時

※
申
し
込
み
先　

船
員
保
険
福
岡

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
健
診
業
務
課

☎
０
９
２(

６
１
１)

６
３
１
２

鳴門市　笹原　茂さん

撮影ポイント＝鳴門海峡

『大うず』

◎応援しています
　　 あなたの健康


